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１．海外の医学書出版について

医学書院の西洋でございます。私は今中しまし

たように医学書院という出版社で働いております

が、ずっとやっております仕事は外国からの書籍

や雑誌の輸入の仕事です。従いまして和書の出版

につきましてはあまり詳しくありまぜんので、今

回は外国の出版社の、あるいは出版の最近の流れ

や動きについて簡単にお話したいと思っています。

これは話としましては大変大きな話題でございま

して短時間にどんな風にお話しようかと考えて参

りましたのですが、いくつかの問題に絞ってお話

ししたいと思います。

今、日本でよく読まれている、使われています

外国の出版物はそのほとんどがアメリカ、ヨーロッ

パのものだろうと思います。その他のところでも

たくさん医学書が出版されているわけですが、言

葉の問題やレベルの違いもあってあまり日本に入っ

てきていない状態です。また、今日本に入ってき

ている書籍、ことに医学書の場合はその９８～９９％

が英語で書かれたものです。そして、多少ドイツ

語、フランス語が入ってきます。それ以外の言語

はほとんどないだろうと思いますね。その英語出

版の中でことに輸入が多いのがアメリカで出版さ

れたものです。

そのアメリカで、今さまざまな変化が起こって

います。その特色をかいつまんで申し上げましょ

う。医学書出版社、いわゆるＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌＰｕｂｌｉｓｈｅｒ

といいましても、最近の経済の流れの申にとりこ
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まれているわけですから、その経済の流れの影響

を受けています。皆さんもよくご存じの多くの有

名な医学書出版社が買収とか吸収とかーこれをＭ

＆Ａといいますがーそういった嵐の中に引き込ま

れて経営的に大きな問題を抱えています。これは

直接的には私たちに関係ないように思えるかもし

れませんが、実は関係があるのです。私どもの仕

事－どういう本をどうやって仕入れるかというこ

とと関係があるのです。いい本を出版するために

は、いいＰｕｂｌｉｓｈｅｒ，編集者が必要です。そういう

人たちの働きによるところが非常に多いのです。

ところが、企業の合併とか吸収とかが進む中でか

なり優秀なＰｕｂｌｉｓｈｅｒが消えていってしまうといっ

たことが起きています。つまり、一般的に出版人

といわれる人たちはちょっと癖があったり、個性

が強がったりして、なかなか通常の管理社会の中

になじみにくい、そういう人たちが割合多いので

す。従って、そういう組織から離れていってしま

う人が多いわけですね。今、お配りしております

資料にリストされている出版社－ｉｍｐｒｉｎｔといい

ますがーの大部分といってもいいかと思いますが、

実際にはもう既に大きないくつかのグループに分
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かれてしまっているのですね。今まで聞いたこと

のないようなグループに統合されてしまっていま

す。従って、以前のよりには出版活動に専念しに

くい状況が起きています。他にやらなければなら

ないことがたくさんあるといった状況のなかで、

残念ながら我々にとっていい本が出版されていな

いのです。例えば、このなかにあるＭｏｓｂｙとい

う会社とＹｅａｒ Ｂｏｏｋという会社ですが、これは

新しくＭｏｓｂｙ－ＹｅａｒＢｏｏｋという会社になり、

来年１月 からは 本のｉｍｐｒｉｎｔもＭｏｓｂｙ－Ｙｅａｒ

Ｂｏｏｋという新しい会社になります。これは昔か

らＴｉｍｅｓＭｉｒｒｏｒという大きな組織の中にありま

して、これが去年のｎ月に合併をしたということ

です。このようにさまざまな形で出版社が急激に

変わってきています。私たちになじみの深い出版

社、ｉｍｐｒｉｎｔが次第に消えていっています。Ｇｎａｎｅ

＆ Ｓｔｒａｔｔｏｎという名前も多分もう聞かれないで

しょうし、Ｊｏｈｎ Ｗｒｉｇｈｔという名前も出てこない

でしょう。これは皆、先ほど申し上げたＭ＆Ａ の

中で消えてしまったのです。そして、このことは

単に名前が消えてしまっただけでなく、多くの優

秀なＰｕｂｌｉｓｈｅｒが消えてしまったということなの

です。これは海外のことですが、日本でも同じ状

況にあると思うのです。医学の出版に関して申し

ますと今話題になっているのは、世界中で本が、

医学書が多すぎるということなのです。で、彼ら

はそういう中でどういう本を出したらよいかとい

う悩みが非常に強いのです。何を出したら売れる

か、非常に悩んでいます。

２．各国の医学書出版社

私どもの医学書院が現在取引をしている海外の

出版社は、恒常的に取引をしているところだけで

も２５０社ぐらいあります。それらの出版社から１ヵ

月間に受け取る新しい本は改版も含めてですが、

平均２００点くらいです。だから、１年間に取り扱っ

ている新しい本は２５００種ぐらいあるわけですね。

そういう中からいい本を選んでいくのが私どもの

仕事なのですが、このような情報の洪水の中から

どのように本を選んでいくのかが今後の課題とい

えるでしょう。

この資料の中の出版社それぞれについて説明を

していったらよいのですが、時間がありませんの

で少しまとめてみます。

出版社を大きく分けますと、一つには完全な専

門医書出版社があります。医学出版社とアメリカ

でいいます場合には、これはＨｅａｌｔｈ Ｓｃｉｅｎｃｅと

いいまして、必ずしも医学だけでなくてその関連

分野一看護とかパラメディカルなどのあらゆる場

で活躍している専門出版社ですが、代表的なもの

が、Ｗ．Ｂ．Ｓａｕｎｄｅｒｓ、Ｍｏｓｂｙ一ＹｅａｒＢｏｏｋなど

ですね。もう一つがかなり大きな出版社の中に医

書出版部門をもっているものです。この中では

ＭｃＧｒａｗ一ＨｉｌｌあるいはＪｏｈｎ Ｗｉｌｅｙ ＆ Ｓｏｎｓな

どがそうです。ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌというのはどちら

かといえば経済関係に非常に強い出版社ですね。

イギリスの場合には総合出版社というのではなく

て医学書出版というのは完全に独立しています。

例えば、Ｃｈｕｒｃｈｉｌｌ―Ｌｉｖｉｎｇｓｔｏｎｅという会社があ

りますけれど、これはＬｏｎｇｍａｎという会社の下

にあります。Ｌｏｎｇｍａｎという会社ぱ文学関係と

か英語教育に関する本を出していますが、Ｃｈｕｒｃｈｉｌｌ

は医学系という風に割合にきっちりしています。

私どもが扱っていますのはアメリカ、それから

カナダもちょっと扱っています。しかし、大部分

はアメリカですね。ヨーロッパでいいますと、か

なりの部分はイギリスです。先程もちょっと触れ

ましたけれど、癖のある出版社が消えていってる

とか、なじみのない会社になってきていると中し

ましたが、そういう中で比較的居心地がいいのが

大学出版局です。私などが期待してるのはＯｘｆｏｒｄ

大学の出版局－ＯｘｆｏｒｄＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＰｒｅｓｓなどで

すね。あまり聞きませんけれどＣａｍｂｒｉｄｇｅ大学な

どの出版局もそうです。こういうところから皆さ

んもご存じのようなかなりいいものが出ています。

さらには、ＩＲＬ、これはＯｘｆｏｒｄ大学の出版局

が買収した会社ですが、非常に最先端のＰｒｏｔｅｉｎ

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇとか遺伝子の問題を扱った、Ｃｕｒｒｅｎｔ

な話題性に富んだ、つまりＣｕｒｒｅｎｔＴｏｐｉｃｓを扱っ

た出版物を出しています。このような分野は１年

間で状況が変わったり、知見が変わったりします

ので、非常に小さな薄いペーパーバックのような

形の出版物が多いのです。そういう意味で大変特

色のある出版社といえます。ちなみに、そのＩＲＬ
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をやっている人だちというのはＡｃａｄｅｍｉｃＰｒｅｓｓ

などでバリバリやっていた人たちが先程もいいま

したような事情でそこを出て起こした会社です。

Ｍ＆Ａが生みだしたいいＰｕｂｌｉｓｈｅｒ集団であると

いうことはいえると思います。

ドイツについていいますと、もうすでにハード

ルは超えていると思います。一番大きなハードル

だったのはどうすればＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＰｕｂｌｉｓｈｅｒに

脱皮していけるかということだったのです。つま

り、いかに英文出版に切り換えていけるかという

ことだったのですが、これはもう７～８年前にク

リアーしたと思うんです。今、ドイツの出版社の

中に二つの流れがありまして、一つはＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒを目指そうという流れ、もう一つは国

内だけをマーケットにしたドイツ語の出版物を出

していこうとする流れです。このような中で、私

たちになじみの深いＳｐｒｉｎｇｅｒ一Ｖｅｒｌａｇ、Ｇｅｏｒｇ

Ｔｈｉｅｍｅ、Ｕｒｂａｎ＆Ｓｃｈｗａｒｚｅｎｂｅｒｇなどは大部分

がアメリカに支社を持っていまして、アメリカで

の出版活動をかなり活発に行っています。ちなみ

に今申し上げましたＵｒｂａｎは非常に有名な伝統の

ある老舗なのですが、これはＷｉｌｌｉａｍｓ＆Ｗｉｌｋｉｎｓ

という会社に吸収されましたので、来年あたり又

流通が変わってくるのではないかと思います。こ

のように吸収合併が日常茶飯事になってきていま

す。

もう一つ私どもの大きな仕入れ先にオランダが

あります。オランダにはオランダ語が勿論あるの

ですが、あそこの人たちは英語でよく仕事をして

おりまして、英文出版が非常に盛んなのです。こ

とにＥｌｓｅｖｉｅｒ ＳｃｉｅｎｃｅＰｕｂ．ｉよーこの会社は雑誌

の出版が中心ですが一本の方はＮｅｗ Ｙｏｒｋにある

会社でやっておりまして、これは昔から英文出版

を盛んにやっています。ちょっと面白いのはフラ

ンス語にあれだけ誇りを持ってきたフランスの出

版社ですら英文出版に切り換えている。このよう

にヨーロッパの出版社の抱える問題はどのように

英文出版に切り換えるかということなのです。成

功したところもあれば、失敗したところもありま

すけれどね。

あとスカンジナビアがありますけれど、大部分

はデンマーク、スウェーデンの雑誌を中心とした

ｎ

英文出版ですね。モり他、東ヨーロッパには結構

伝統的な出版社があります。ことに、東ドイツに

は伝統のあるいい出版社があるのですが、残念な

がらまだ英文出版はされていません。東ヨーロッ

パでこの他に割合医学のレベルが高くて医学書も

よく出しているのがハンガリーです。

それから、中近東ではイスラエル、テルアビブ

で国際会議などもよく行われまして医学のレベル

も割に高いし、出版もよくされているところです。

アジアでは医学の分野では残念ながら日本のマー

ケットにぴったり合うようなものはまだあまりあ

りません。例えば、インドあたりは大変盛んなの

ですが、マラリアとか熱帯病とか日本の医学とは

分野の違う出版物が多いようです。お隣りの韓国

でも現在英文出版がだいぶ盛んになってきました。

日本にもいくつか入ってきています。韓国の出版

社の名前にはなっていなくて、アメリカの出版社

の名前ですけれど。あと、大きなところではオー

ストラリアがありますが、これは大体イギリスを

通して入ってきますので、オーストラリアという

国の出版物という風にはなかなか識別できません。

これが、非常に簡単ではありますが、それぞれ

の国の出版の状況ではないかと思います。

３．最近の出版傾向－

ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ－

それぞれの出版社はまたそれぞれの多くの問題

を抱えているわけですが、それでは今からどうい

う風にやっていこうとしているのか、についてちょっ

と触れたいと思います。 卜

一つの流れとして先程も発表がございましたが、

出版の中にＣＤ－ＲＯＭとかコンピュータを使っ

て電子出版をしていこうという流れがございます。

実際にはアメリカでは既に市場に出ている商品が

かなりあります。これはちょっと日本ではなじみ

にくい点がございまして、一つには現在出ていま

すのは自己学習、自己研修のプロ グラムが多いん

ですね。こういうところが内容的には日本に向か

ない点です。もう一つはハードの問題がございま

す。ＩＢＭ仕様のソフトは日本のハードにはまだ

なじみにくいところがございます。しかし、この

形はますます活発になってくるだろうとは思いま



すｏ：既に雑誌などではＣＤ－ＲＯＭの形態で出て

いるものがいくつかあります。例えば、最近２年

《らい前に出たＯｎｃｏＤｉｓｃ－これは腫瘍関係の雑

誌ですけれどーはＣＤ－ＲＯＭの形に収めて２カ

Ｍにｌ回Ｕｐ－Ｄａｔｅしています。この雑誌はいろ

んな先生方にみていただいたのですけれど、内容

的には高い評価を得ている雑誌です。しかし、ま

だちょっとハードの問題がありまして普及してい

ません。いずれにいたしましても、この傾向はま

すます強くなっていくだろうと思います。それか

ら本についてですが、先程も中しましたようにど

んな本を出したらいいだろうと皆んな悩んでいる

わけです。ですから、最近では特色のある企画と

いったものが出ていませんね。例えば、ＣＴや

ＭＲＩが出ると誰もがＣＴやＭＲＩの本を出すと

いった、私たちにとってはちょっとつまらない傾

向にあります。そんな中でアメリカの出版社がや

ろうとしている一つの流れがあります。これは私

など非常に危険だなと思うのですけれど。つまり、

改めて教科書出版をやろうとしているのです。こ

れはあまり日本では通用しないと思います。日本

語の本がたくさんあるのですから、英語で書かれ

た教科書は特に必要ないと思うのですけれど、そ

ういう流れがある。Ｏｘｆｏｒｄ大学の出版局でも今、

大きな教科書 を作 ろうとしてい ます。これは

Ｔｅｘｔｋｏｏｋという名前をつけていますけれど、何

も学生が使う教科書という意味ではなくて、百科

事典風なものを出そうということですね。また特

徴的なことは、今までは海外マーケットを対象と

した企画があったのですが、例えばある会社は売

上げの４割《 らいは輸出といったこともあったの

です。とこうがヽ為替の問題とかいろいろありま

して、海外マーケットにあまりにも依存すること

は経営的には芳しくないという考え方が出てきま

した。国内マ―ケット中心にやろうとしているん

ですね。そして、国内のマスマーケットー例えば

看護分野やパラメディカルの分野、アメリカなど

ですと大きなマーケットとしてカイロプラクティッ

クスがありますね。そういうところを目指した出

版が大変多くなってきています。ですから、私ど

もが買いたい本が少なくなってきています。

こういうことが何故起こってくるかといし ま す

ー

と、やはりＭ＆Ａ等の影響があるのではないかと

思います。昔は出版社のボスは出版人、Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ

だったのですが、最近は大体財政、財務関係の人

が中心になっていますから利益やコストにうるさ

くだってきているのですね。それも１年ないし２

年単位でチェックされるということがありますの

で、大きな企画が出しにくい事情があるんだと思

います。そんな事情から手近ですぐに結果が出る

国内のマスマーケットを対象にしがちで我々にとっ

てはあまり面白くない傾向がでてきています。こ

の傾向は主としてアメリカで強く、イギリスでは

相変わらず臨床系のものを求めている会社が多い

と思います。

それと、もう一つ医学の出版傾向として彼らが

意識的に目指そうとしているのはＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅ、

つまり基礎医学関係のものですね。例えば、分子

生物学や遺伝子関係、あるいは免疫学や蛋白工学

関係のものですね。つまり今までの医学と生化学、

生物学の境界線をねらったものですね。かなり専

門的な出版社はその辺りをねらっています。

また、一般的にいってそれぞれの出版社が目指

しているのは売上げのなかで雑誌の占める割合を

高めようということです。つまり、これからはま

すます雑誌中心の商売をしていこうというのが一

般的な傾向、あるいは戦略となっています。しか

し、雑誌といいますのはなかなか難しくて、新し

い雑誌を作ろうとする場合には市場調査だけでも

１０年ぐらいかかる、一度発刊したらなかなかやめ

るわけにもいきませんし、危険も多いわけですね。

それで、今流行りなのはもっと安易な方法で雑誌

を出すということです。つまり、皆さんもご存じ

のように雑誌はかなりのものが出版社の自前の雑

誌ではありません。学・協会誌が多《 て、それを

それぞれの出版社が扱っている、それも学会と話

し合いながら扱っているのです。出版社はその辺

りの配給権の取り合いをやっているのです。つま

り、既存のものをとってくるわけですね。こうい

うのが彼らの一つの戦略になっているのです。我々

購読者として迷惑なのはある雑誌の出版がいろん

な出版社にたらい回しにされることなのですが、

こういうことがこれからはよくあるかもしれませ

ん 。

１２ －

出版社 としては新 しい雑誌を 出すのも大事だ



けれど、一番手っとり早い方法は既存のものの配

給権、出版権をもらうことなのです。だから、こ

れが一つの戦略として成り立つのです。

それと、もう一つドイツでは昔からドイツ語で

書かれた伝統のある医学雑誌があるのですが、こ

のような雑誌ですらＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＪｏｕｒｎａｌに切

り換えようと、つまり英文雑誌に切り換えようと

されています。だから、ますますドイツ語の雑誌

はな く な るだろ うと思 い ます ね。 例え ば、

Ｗｏｃｈｅｎｓｃｈｒｉｆｔ～とかＺｅｉｔｓｃｈｒｉｆｔ～というドイツ

語で書かれた雑誌がこれからはどんどん英文になっ

ていくだろうと思います。これはいろんな出版社、

Ｔｈｉｅｍｅなどの出版社の経営者が明言してます。

やはり彼らは国際マーケットを目指しているわけ

ですね。英文に切り換え、Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｏｒとして世

界のいろんな人に参加してもらうといった気運が

新しい傾向としてあります。例えば、日本の先生

がいろいろな分野にいろいろな形で参画しておら

れますけれど、実際に日本Ｏｒｉｇｉｎａｌで創刊された

雑誌にＯｘｆｏｒｄ大学の出版局から出ている免疫学

の雑誌でＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ

Ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｙというのがあります。これは日本の

先生方がなさった仕事ですけれど、まさに日本で

出されて国際的に通用している雑誌になっていま

す。

４．価格について

次に皆さんが興味を持っていらっしゃるだろう

価格についてちょっと触れます。

特に雑誌について中しますと、これはアメリカ

の出版社に多いのですが、二重価格をとっている

ところが大変多いのです。つまり、国内で売る値

段と輸出値段が違います。出版社によって違いま

すが、大きな出版社ですと海外で売る値段の方が

国内値段の２５％以上も高くなっています。これが

いろいろな問題を引き起こしていることにもなっ

ているのですが、この辺りは我々輸入業者も納得

できるものではありません。そこで、出版社とは

ずっと話合いを続けているのですが、ある出版社

については値段を一本化するというような約束を

しているところもありますけれど、まだまだ多《

の問題を抱えています。このような書籍における
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国内値段と輸出値段の違いを説明する論理として

は、彼らの主だった説明では国外に出す時のいく

つかの手続きにともなう諸掛を外国に出す時には

料金に加算するのだといっています。しかし、こ

れだけではなかなか納得できるものではありませ

んので、これについては今後も話合いを続けて値

段の一本化を目指していかなければならないと思っ

ています。雑誌についてはこの他にもいろいろや

やこしい話がありまして、施設の値段と個人の値

段が違ったりしますね。個人の値段が施設の値段

の半分以下だったりいろんなヶ－スがございます。

これはまた誤解を生んだり質問をよく受けたりす

るところです。しかし、これは出版社、特に学協

会誌が多いので学会の考え方によるもので何とも

しようのないのが現状です。事務を取り扱ってい

る私どもといたしましても非常に煩雑なのですが、

学会としてはなるべくたくさんの人に読んでもら

いたいということがあるんでしょうね。

もう一つには学生向けの値段というのがありま

す。研修やトレーニング中の人向けの値段が設定

されている場合もあり、極端な場合には４種類も

５種類もの値段が１種類の雑誌についています。

これはそうすることによってその雑誌をなるべく

普及していこうという考えがあるのだと思います。

これと私どもが経験している事務の煩雑さの兼ね

合いをどうとっていくかが課題ですね。今でも随

分混乱があるのですが、これらのことにつきまし

ては図書館関係の方たちの間でも問題になってい

るようですし、つまりこの差別価格については我々

輸入業者としましては将来何らかの解決策を講じ

なければならないと思っています。

５．本の流通について

本の流れについても最近は従来とは大変変わっ

てきています。ご存じのように為替管理法とかい

ろいろなシステムが変わってきていますし、クレ

ジットカードもこれだけ普及する時代ですから簡

単に本が買えるようになってきています。

一つの傾向としましては、これは私どもにとり

ましてはあまりいい現象ではありませんが、外国

の出版社が直接日本の購読者と取引きをしようと

する流れはあるような気がします。例えば、



Ｎａｔｕｒｅという雑誌やＥｌｓｅｖｉｅｒのＴｒｅｎｄ％のの雑誌

などはエニジェソｊト経路を受け付けておりません。

個人しか受け付けないめですね。出版社が直接日

本のマーケットに入ってくるといった流れは今後

盛んになって くるのではないかと思います。そう

なりますと、私どもの商売はなかなか立ちゆかな

くなるんですけれども、一つの傾向としては認め

ざるを得ないところです。そこで、現在は情報の

流通を主な仕事としておりますし、今日のお話も

そういった観点からいたしましたが、今後は医学

分野の情報の提供者、また情報の整理係、こうい

うものが私どもの新しい役割かなと考えておりま

すし、そのためにはどういったことをしていった

らよいかを考えてもおります。

流通の中でこの他にお話しておくことといたし

ましては外国から本を取り寄せるための時間が大

変短縮されたことが挙げられます。現在、多くの

雑誌や本は航空貨物で取り寄せられており、私ど

もの経験でずと電話がありましてから大体２週間

ぐらいで入ってきます。ただ、昨日も電話があり

まして頭を抱えているのですが、今イラク・クウェー

ト問題がありまして石油の関係から航空運賃が上

がっているようなのです。しかし、いずれにいた

しましても前よりも随分早く本が入ってくるよう

になりました。

以上、簡単ではございますが本の出版の状況に

つきましてお話させていただきました。ちょうど

時間になりましたので、あとは質問にお答えする

かたちで補足したいと思います。

「質問１」

雑誌には国内価格と海外価格があるのはよく分

かりましたが、文献検索などをしていて国内版と

海外版では内容も違っているのではないかと思わ 。

れることがあります。ある文献がとてもいい文献

だったのですが、当院の該当雑誌には見あたりま

せんでした。たまたまその雑誌は寄贈雑誌だった

ため確認はしていませんが、もし講読している雑

誌であった場合、国内版が欲しいというような指

示はできるのでしょうか。

Ａ．これはＣａｓｅｂｙＣａｓｅでしょうね。コマー

シャルベースでは受け付けないということです。

しかし、そういう事情をむこうに伝えれば有料か

無料かは分かりませんが、向こうの好意で、例外

的な扱いとしてやってくれると思います。最近で

はこういうように国際版と国内版で内容が違うも

のがあって混乱が起きることがあります。先に申

し上げましたＥｌｓｅｖｉｅｒの「Ｔｒｅｎｄ」という雑誌な

どはＬｉｂｒａｒｙＥｄｉｔｉｏｎとＰｅｒｓｏｎａｌＥｄｉｔｉｏｎでは内

容が違っています。これはまだ医学だからいいん

ですが、“蘭 ”なんかの同好会の雑誌などですと、

照合はできましてもなかなか入手できません。た

だ、今の状況ですと大概のものは突きとめられる

し、人手もできると思います。

「質問２」

来年の外国雑誌の契約時期になっているのです

が、東ドイツの出版社はどうなっているのでしょ

ダか。「人民出版」とかそういうのが今度はずれ

るわけですよね。西ドイツの出版社と一緒になる

のでしょうか。

Ａ。その辺りはまだはっきりしていないですね。

今おっしゃった「人民～」というのはＢＵＣＨＥＸＰＯＲ

Ｔという国立の外国へ本を出す会社のことですね。

これはまだあります。解散しているわけではあり

ません。では、先々どうなるかということですけ

れど、大体ドイツの出版社の中心は今まで東ドイ

ツなのです。Ｔｈｉｅｍｅという会社もＬｅｉｐｚｉｇで東ド

イツですね。Ｆｉｓｈｅｒという会社もそうですね。先々

この会社は一緒になるのではないかと思います。

Ｓｐｒｉｎｇｅｒも東ド イツにもありますね。来年どう

なるか分かりませんけれど、ほとんどが西側と一

緒になるんではないかなと思いますが。それと、

もう一つ心配なのはドイツマルクの統合などで今

東ドイツは経済的に大変恐慌を来しているわけで、

かなりの出版社がつぶれるのではないかというこ

とです。ですが、出版物についてはまだ国の方針

の下にやっていますからね。あと、数ヵ月もすれ

ばもっとはっきりするのではないかと思います。

出版社の人たちから聞く範囲では一緒にやってい

くんだというようなことをいっておりますけれど

ね。

また、Ｔｈｉｅｍｅ（ Ｌｅｉｐｚｉｇ ）などでは、英文出

版などの可能性も大いにありますし、これからは
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多分西ドイツ、東ドイツというように分けて考え

るのではなく、ドイツということで考えていった

らいいのではないかと思います。

「質問３」

英語圏以外の国で英文出版が盛んになろうとし

てる、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌな出版を目指しているとい

うお話でしたが、日本ではどうなのでしょうか。

Ａ．この辺りが日本人としてちょっと残念なの

ですが、現在はあまり活発には行われていません。

日本には優秀な医師や研究者がたくさんおられる

のですが、まだまだ世界に向けてそういうものを

発表はしていません。最近少しづつではあります

が増えてはきているのですけ れど。また、日本の

出版社が世界に向けて本を出していくことも現在

はあまりないですね。ただ、外国出版社の出先機

関の人たちがいろいろアレンジして向こうの出版

社から本を出すといったことはあります。では、

日本の出版社が全く英文出版をしていないかとい

いますと、そうではなく私どもでも出してはおり

ます。

時には向こうの出版社が、例えば、Ｌｅａ＆Ｆｅｂｉｇｅｒ

という会社が日本の本に興味を持って彼ら自身が

選んで英文に切り換えて出しています。ちょっと

面白いですね。

その際、彼らの買付けの値段が異なるのです。価

格自体は一定なのですが、それが異なるために州

によって同じ本の値段が違うといったことが起き

るのですね。しかし、雑誌の場合は出版社と購読

者の直接取引きですから、どこの州でも価格は同

じです。

また、雑誌の国内価格と海外価格が違うことは

先程お話をいたしましたとおり、設定値段そのも

のが初めから異なるわけですね。これは出版社に

よってパーセントが異なります。二重価格をとっ

ていないところから２ｂ％ぐらい海外価格が高いと

ころまでさまざまです。

おっしゃるように最近外国雑誌のエージェント

が増えてきましたが。、エージェントが出版社に雑

誌をオーダーする際にも前金払いなのです。また、

外国に駐在員を置いて航空便の手配をしたり、い

ろいろなことをやっていますので、それにかかる

費用を加算して価格設定をしているのだろうと思

います。エージェントだけが儲かっているという

ことではないと思いますね。雑誌というのは大事

な商品ではありますが、もともと欠号、未着がな

くて少し利益がある程度の利の薄いものなのです。

また、注文を受けて１年以内のトラブルは引き受

けたところが責任を持って処理すべきだと思いま

すし、そういう意味での費用も決して無視できな

いと思いますね。

「質問４」

書籍の価格の設定についてお尋ねします。アメ

リカなどは州によって書籍や雑誌の価格が違うと

聞きましたが、一体アメリカの書籍の価格設定は

どうなっているのでしょうか。

また、特にアメリカの雑誌を日本で買う場合に

国内価格と違うとおっしゃられましたが、では海

外価格の設定の根拠はどうなっているのでしょう

か。それと、最近エージェントものが多くたって

きましたが、価格に及ぼす影響があるのではない

かと思います。その点もあわせてお尋ねします。

Ａ．まず、アメリカの州によって書籍価格が違

うという点てすが、これは本は確かにそうですね。

これは再販価格でも何でもありません。アメリカ

にも日本でいう東販や日販のようなものがありま

して、そこを通して本が流通しているわけですね。
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